
【機関誌等掲載内容案①】

働く夢、広げよう！ みんなでグッジョブ運動
○目標：約４万人の雇用を拡大し、完全失業率を４％台に改善する

○期間：平成19年度から平成22年度

○コンセプト：みんなが生きがいを持って働く自立した豊かな社会の実現

【専用ホームページ】http://www.pref.okinawa.jp/job

【機関誌等掲載内容案②】

働く夢、広げよう！ みんなでグッジョブ運動
沖縄県の完全失業率を改善していくため

には、私たち県民一人ひとりが自分の役割

を考え、それぞれの立場でできることを実

践していくことが重要です。

皆様のご協力をよろしくお願いします。

【お問い合わせ】

県観光商工部産業政策課 雇用創出戦略スタッフ室

専用ホームページ：http://www.pref.okinawa.jp/job

【機関誌等掲載内容案③】

《みんなでグッジョブ運動とは？》

○目標：約４万人の雇用を拡大し、完全失業率を４％台に改善する

○期間：平成19年度から平成22年度

○コンセプト：みんなが生きがいを持って働く自立した豊かな社会の実現

沖縄県の完全失業率を改善していくためには、私たち

県民一人ひとりが自分の役割を考え、それぞれの立場で

できることを実践していくことが重要です。

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

合言葉は、「みんなでグッジョブ！」

なお、「みんなでグッジョブ運動」の詳細については、専用ホームページ

http://www.pref.okinawa.jp/job/ もご覧いただきたい。

【お問い合わせ】県観光商工部産業政策課雇用創出戦略スタッフ室 担当 上地

ＴＥＬ０９８－８６６－２３２４／ＦＡＸ０９８－８６６－２４４０

ﾒｰﾙ：gj@pref.okinawa.lg.jp

働く夢、広げよう！
みんなでグッジョブ運動

【みんなでグッジョブ運動の概要】
○目標：約４万人の雇用を拡大し、完

全失業率を４％台に改善する
○期間：平成19年度から平成22年度
○理念 ：みんなが生きがいを持って働

く自立した豊かな社会の実現



【機関誌等掲載内容案④】

《沖縄県の雇用はどうなっているのか？》

沖縄県の完全失業率は全国の２倍近くあり、しかも長

い間続いています。このような状況が今後も続くと、個

人生活はもとより社会経済にも悪影響を与えます。

《その要因は？》

その主な要因としては、①働く場が絶対的に少ない（雇

用の場の不足）②仕事を探している人と求人する企業の

希望（条件）が合わない（ミスマッチ）③学生や若い人

の働くことに対する意識が低い（就業意識の低さ）こと

などがあげられます。

《どうすれば改善できるの》

これら要因の解決に向けては、企業は従業員

を大切にし魅力ある職場づくりに努め、学生や

求職者は親に頼らない「自立心」と働くことへ

の「強い気持ち」と「チャレンジ精神」を持ち、

行政は産業振興や雇用対策を充実するなど様々

な取り組みが必要です。

このように失業率が高い要因は多岐にわたっ

ていますので、県民運動（みんなでグッジョブ

運動）として県民一丸となって取り組む必要が

あります。

《みんなでグッジョブ運動とは？》

○目標：約４万人の雇用を拡大し、完全失業率を４％台に改善する

○期間：平成19年度から平成22年度

○コンセプト：みんなが生きがいを持って働く自立した豊かな社会の実現

沖縄県の完全失業率を改善していくためには、私たち県民一人ひとりが自分の役割を考

え、それぞれの立場でできることを実践していくことが重要です。

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。合言葉は、「みんなでグッジョブ！」

なお、「みんなでグッジョブ運動」の詳細については、専用ホームページ

http://www.pref.okinawa.jp/job/ もご覧いただきたい。

【お問い合わせ】県観光商工部産業政策課雇用創出戦略スタッフ室 担当 上地

ＴＥＬ０９８－８６６－２３２４ ＦＡＸ０９８－８６６－２４４０

ﾒｰﾙ：gj@pref.okinawa.lg.jp

働く夢、広げよう！
みんなでグッジョブ運動

約４万人の雇用拡大
H19年

完全失業率

7.4％

H22年

完全失業率

４％台

☆みんなでグッジョブ運動のイメージ

県民意識の喚起

　各種主体の取り組みに対する支援
　（雇用対策や産業振興に関する各

種施策・事業）

連携
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その他行政
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各主体の具体的な行動
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